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萩
市
消
防
出
初
式

　

35
ｍ
級
は
し
ご
車
が
配
備
さ
れ
、
救

助
訓
練
を
実
施

萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市
長
と

の
対
話
の
集
会

　

２
月
に
川
上
・
福
栄
・
旭
・
田
万

川
・
む
つ
み
・
須
佐
地
域
、
５
・
６
月

に
萩
地
域
の
市
内
20
か
所
で
開
催
、
延

べ
１
９
０
０
人
が
参
加

松
陰
先
生
の
映
画
「
獄ひ
と
やに

咲
く
花
」
山

口
県
内
公
開

　

吉
田
松
陰
生
誕
１
８
０
年
を
記
念
し

て
制
作
。
県
内
７
館
で
の
先
行
上
映
に

続
き
、
４
月
か
ら
全
国
公
開

萩
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

　

平
成
17
年
３
月
６
日
の
合
併
か
ら
５

周
年
。
奨
学
基
金
と
な
る
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た
石
川
幸さ
ち
こ子
さ
ん
が
合
併
後
初

の
名
誉
市
民
。
萩
市
民
の
歌
「
萩
の
よ

ろ
こ
び
」
を
制
定
、
市
民
憲
章
の
石
碑

を
中
央
公
園
に
設
置

萩
有
料
道
路
の
無
料
化

　

建
設
時
（
平
成
４
年
開
通
）
の
計
画

よ
り
12
年
早
く
無
料
化
さ
れ
、
合
併
後

の
課
題
が
解
消

三
見
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

　

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
三

見
地
区
が
水
洗
化
、
併
せ
て
漁
業
集
落

道
も
整
備

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
完
成

　

柑
き
つ
研
修
施
設
の
愛
称
が
決
ま

り
、
新
規
就
農
者
の
育
成
、
農
業
生
産

の
実
習
等
を
行
う
拠
点
と
し
て
整
備

新
・
清
掃
工
場
の
整
備
に
向
け
一
部
事

務
組
合
を
設
置

　

長
門
市
と
共
同
で
山
田
地
区
に
、
新

清
掃
工
場
の
平
成
27
年
の
運
転
開
始
を

目
指
し
準
備
が
始
ま
る

道
の
駅「
萩・さ
ん
さ
ん
三
見
」が
オ
ー

プ
ン

　

萩
・
三
隅
道
路
の
明
石
パ
ー
キ
ン
グ

に
、
市
内
７
か
所
目
（
一
つ
の
自
治
体

と
し
て
は
全
国
２
番
目
の
数
）
の
道
の

駅
が
オ
ー
プ
ン

定
員
削
減
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙

　

26
人
（
４
人
減
）
の
市
議
会
議
員
が

決
ま
る
。
投
票
率
73
・
21
％

唐
樋
札
場
跡
を
復
原

　

国
の
第
１
号
認
定
を
受
け
た
「
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
に
基
づ
き
、

高
さ
5.6
ｍ
の
全
国
で
も
最
大
規
模
の
高

札
場
を
復
原
。
11
月
、
国
指
定
史
跡
・

萩
往
還
に
追
加
指
定

見
島
診
療
所
が
完
成

　

健
康
と
医
療
の
拠
点
と
し
て
歯
科
診

療
所
と
合
築

萩
市
観
光
戦
略
５
か
年
計
画
を
策
定

　
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
で
体
感
す

る
ゆ
っ
た
り
・
じ
っ
く
り
観
光
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
合
併
後
初
め
て
策
定

萩
博
物
館
「
Ｕユ

ー

マ
Ｍ
Ａ
と
の
遭
遇
」、
過

去
最
高
の
入
場
者
を
記
録

　
「
夏
休
み
は
萩
博
物
館
へ
」
の
合
言

葉
の
も
と
、
恒
例
の
夏
の
特
別
展
。
入

場
者
数
は
６
万
７
７
６
９
人

平
成
22
年

10日２日６日６日

20日25日28日１日３日25日

28日21日３日

（
〜
６
月
４
日
）

（
〜
９
月
５
日
）



市報HAGI●2010（平成22）年12月15日号�

■
市
長
コ
ラ
ム
No.68

梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
被
害

　

萩
の
東
方
面
（
国
道
１
９
１
号
）、

西
方
面
（
萩
・
三
隅
道
路
）、南
方
面
（
旧

萩
有
料
道
路
）
が
通
行
止
め
。
今
年
の

梅
雨
期
間
の
降
水
量
は
例
年
の
約
２
倍

鉄
道
の
父 

井
上
勝
没
後
１
０
０
年
記

念
事
業

　

８
月
２
日
の
命
日
に
あ
わ
せ
、
記
念

展
を
萩
博
物
館
で
開
催
、
記
念
誌
を
発

行姉
妹
都
市
輪
島
市
へ
萩
市
民
号
を
派
遣

　

姉
妹
都
市
提
携
20
年
を
記
念
し
て
輪

島
市
を
訪
問
。
萩
時
代
ま
つ
り
に
、
輪

島
市
の
能の

と登
麦む
ぎ
や
ぶ
し

屋
節
を
披
露

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
「
陶

芸
館
」
が
オ
ー
プ
ン

　

萩
焼
発
祥
の
地
「
萩
」
に
、
陶
芸
を

専
門
的
に
収
集
・
展
示
す
る
「
陶
芸
館
」

が
開
館
。
開
館
記
念
特
別
展
は
「
龍
人

伝
説
へ
の
道 

三
輪
休
雪
展
」

姉
妹
都
市
蔚ウ
ル
サ
ン山
広
域
市
へ
萩
市
民
号

を
派
遣

　
「
蔚
山
オ
ン
ギ
（
甕
器
）
文
化
エ
キ

ス
ポ
」
に
あ
わ
せ
蔚
山
広
域
市
を
訪
問

道
の
駅
「
萩
往
還
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

　

萩
観
光
の
玄
関
口
に
、
和
・
洋
食
レ

ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物
直
売
所
が
完
成

高
杉
晋
作
立
志
像
を
建
立

　

生
誕
の
地
・
萩
に
初
め
て
、
晋
作
の

銅
像
が
晋
作
広
場
（
呉
服
町
）
に
完
成

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
運
航
開
始

　

川
上
地
域
の
観
光
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
阿
武
川
ダ
ム
湖
の
湖
面
か

ら
景
観
を
眺
め
る
遊
覧
船
が
運
航
。
来

年
は
４
月
か
ら
11
月
に
運
航

全
国
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ス
タ
in
萩
を

開
催

　

全
国
の
伝
統
的
工
芸
品
を
集
め
た
全

国
大
会
が
、
市
内
の
文
化
財
施
設
な
ど

萩
の
ま
ち
じ
ゅ
う
で
開
催
。
入
場
者
数

は
延
べ
約
９
万
６
０
０
０
人

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

　

過
去
最
高
の
３
７
２
１
人
が
申
し
込

み萩
城
跡
（
時
と
き
う
ち打

矢
倉
跡
）
の
石
垣
修
復

　

平
成
19
年
10
月
に
崩
落
し
、
３
年
に

わ
た
る
石
垣
修
理
が
完
成

11〜15日23日11日30日

15日30日１日４〜７日12日19日

（
〜
25
日
）

（
〜
10
月
２
日
）

　

今
年
も
残
る
は
２
週
間
余
り
と
な

る
。
振
り
返
る
と
多
事
・
多
難
な
１

年
だ
っ
た
。
特
に
秋
以
降
は
、
領
土

問
題
や
世
界
規
模
で
の
政
府
文
書
・

資
料
の
流
出
な
ど
今
ま
で
は
思
い
も

つ
か
ぬ
事
件
が
多
発
し
、
時
代
の
変

化
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
一

方
、
未
来
へ
の
予
兆
を
抱
か
せ
る
出

来
事
も
あ
る
。
今
年
は
、「
電
子
書

籍
元
年
」
と
言
わ
れ
る
。
電
子
端
末

で
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
が
読
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

の
活
版
印
刷
の
発
明
以
来
の
新
機
軸

だ
。

　

こ
の
よ
う
な
時
、
来
春
萩
市
立
図

書
館
が
、新
装
の「
萩 

あ
い
ぶ
ら
り
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た「
電
子
図
書
館
」

の
途
を
拓
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

検
討
を
続
け
て
い
る
。
次
の
時
代
、

電
子
図
書
が
普
遍
的
と
な
れ
ば
、
膨

大
な
蔵
書
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
集
積

は
不
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
自

宅
に
居
な
が
ら
図
書
館
か
ら
電
子
図

書
を
借
り
る
、
そ
う
い
う
初
夢
を
見

た
い
も
の
だ
。
そ
れ
で
は
よ
い
年
を

お
迎
え
下
さ
い
。
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上ノ町

　

11
月
19
日
、萩
市
教
育
委
員
会
会
議
で
、

萩
市
佐さ
さ
な
み
い
ち

々
並
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
（
伝
建
地
区
）
が
承
認
さ
れ
、
正
式
に

佐
々
並
市
が
萩
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
に
基
づ
く
伝
建
地
区
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
並
市
地
区
は
、
堀
内
、平
安
古
、浜

崎
に
次
ぐ
市
内
４
か
所
目
の
伝
建
地
区
と

し
て
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
町
並
み

を
保
存
し
、
こ
れ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
２
月
頃
に
文
化
庁
に
対
し

て
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
選
定
の
申
し
出
を
す
る
予
定
で
、
平
成

23
年
夏
の
選
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

佐
々
並
市
は
、
か
つ
て
の
萩
城
下
町
と

藩
の
港
が
あ
っ
た
三
田
尻（
防
府
市
）を
結

ぶ
萩
往
還
の
中
間
点
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
参
勤
交
替
の
際
な
ど
に
藩
主
が
休
息

す
る
御お
ち
ゃ
や

茶
屋
を
中
心
と
し
た
、宿
し
ゅ
く
え
き

駅
（
※
）

機
能
を
有
す
る
農
村
集
落
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。

　

佐
々
並
市
の
町
並
み
は
、
近
年
に
至
る

ま
で
町
並
み
の
地
割
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
こ
の
町
並
み
の
特
徴
を
示
す
建
築
物

や
工
作
物
、
環
境
物
件
（
樹
木
、
庭
園
な

ど
）
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

※
宿
駅
‥
街
道
の
要
所
に
お
い
て
、
旅
人

の
宿
泊
や
荷
物
運
搬
の
人
馬
を
中
継
す
る

た
め
に
整
備
さ
れ
た
施
設
の
こ
と

【
平
成
17
年
度
】
11
月
の
佐
々
並
地
区
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
地
区
内
の
代
表
的
歴

史
的
建
物
の
保
存
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
地
区
内
で
町
並

み
保
存
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
り
、「
佐
々

並
市
を
伝
建
地
区
へ
」
と
の
考
え
が
芽
生

え
ま
し
た
。

【
平
成
18
・
19
年
度
】
こ
れ
を
受
け
て
市
で

は
、
佐
々
並
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

対
策
調
査
を
実
施
し
、
江
戸
期
か
ら
昭
和

中
期
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
伝
統
的
建
築
物

60
棟
の
ほ
か
、
棚
田
の
石
垣
等
の
工
作
物

や
環
境
物
件
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
】
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

伝
建
地
区
制
度
の
説
明
会
等
を
開
催
し
、

地
区
決
定
に
関
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
合

意
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
】　

所
有
者
に
対
す
る
伝
統

的
建
造
物
特
定
の
同
意
取
得
、
ま
た
居
住

者
等
に
対
す
る
地
区
決
定
合
意
を
進
め
、

い
ず
れ
も
大
多
数
の
同
意
、
合
意
を
得
ま

し
た
。

【
平
成
22
年
度
】　

10
月
22
日
、
佐
々
並
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
計
画
策
定

委
員
会
で
、
伝
建
地
区
の
範
囲
と
保
存
計

画
の
内
容
が
固
ま
り
、
10
月
29
日
に
、
萩

市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議

会
で
佐
々
並
市
地
区
を
伝
建
地
区
に
決
定

す
べ
き
と
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　萩往還を基軸に江戸期に成立した上
かみのちょう

ノ町、中
なか

ノ
のちょう

町、久
く ど し

年の各町並みを中心に据え、千
せんもちたお

持垰か
ら板

いたばしたお

橋垰に至る萩往還および往還沿いの棚田、
町並み周辺の水田など、農村集落として一体を
なす範囲としています。面積：約 20.8ha

上ノ町

中ノ町

久年

千持垰

板橋垰

萩市佐々並市伝統的
建造物群保存地区の範囲

問い合わせ
文化財保護課（２５・３２３８）

凡例
町家型建築
伝統地区範囲
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ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
緊
急
離
着
陸
の
際
、
立

入
規
制
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
は
、

騒
音
、
空
気
振
動
、
強
風
、
飛
沫
、
砂
塵

等
が
発
生
し
ま
す
。

　

消
防
隊
等
が
準
備
を
始
め
た
ら
、
在
宅

の
方
は
窓
を
閉
め
る
、
洗
濯
物
を
し
ま
う

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
へ
リ
ポ
ー
ト
適
地
の
情
報
募
集

　

災
害
の
孤
立
集
落
の
救
助
活
動
の
た

め
、
中
山
間
部
で
、
周
辺
に
高
さ
15
ｍ
以

上
の
障
害
物
が
な
く
、
33
ｍ
×
33
ｍ
以
上

の
広
さ
が
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着

地域 地区 名称

萩

川内 橋本川河添河川公園、萩中央公園、萩東中
学校、明倫小学校

椿東 萩港多目的広場（萩潟港）
椿 萩ウェルネスパーク多目的広場 B

山田 橋本川玉江河川公園（消防操法訓練場）
三見 三見小中学校
大井 大井中学校
大島 大島中学校（平成 23 年 6 月まで運用休

止）、大島西グラウンドゴルフ場
相島 相島小学校
見島 見島へリポート（航空自衛隊見島分屯基

地）、見島ダム多目的広場、見島小学校
川上 川上 明神島運動公園、川上中学校、江舟地区

グラウンドゴルフ場

田万川
江崎 田万川グラウンド
小川 小川小学校、上小川東分上ノ原土地改良

区非農用地
むつみ 吉部 むつみグラウンド

高俣 高俣グラウンド

須佐 須佐 須佐中学校
弥富 弥富グラウンド

旭 明木 明木中学校、明木小学校、特別養護老人
ホームちはるえん

佐々並 旭農林漁業者等山村広場、佐々並小学校

福栄 福川 福栄中学校、福栄グラウンド
紫福 紫福山村広場

　山口県では平成 23 年１月から山口大学医学部付属病院を
基地にドクターヘリの運航が開始されます。
　ドクターヘリは、救急医療機器や薬品を装備したヘリコプ
ターで、消防機関や医療機関の要請で出動し、離陸後 30 分
程度で萩市全域に到達します。
　救急専門の医師と看護師が搭乗し、ドクターヘリ・ランデ
ブーポイントまたは救急現場で救急車と合流、直ちに治療を
開始します。
　飛行中も治療を継続しながら、県内の６つの拠点病院（高
度医療機関＝山口大学医学部付属病院、関門医療センター、
済生会下関総合病院、山口県総合医療センター、徳山中央病
院、岩国医療センター）のいずれかに患者を搬送します。
　救命率の向上、後遺症の軽減や救急医療の地域格差解消が
期待されます。
　救急車と異なり、個人からの要請や萩市内の医療機関への
搬送はできません。また、夜間や荒天時は出動できません。

※緊急時のみ使用するため舗装等はありません。

10月25日のドクターヘリ
運航前訓練（玉江河川公園）

市内の防災ヘリポート（33か所）

ドクターヘリとは

陸
が
見
込
め
る
空
地
や
遊
休
地
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
口
県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
「
き
ら
ら
」

や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
夜
間
飛
行
で
き
ま
せ

ん
。
見
島
で
発
生
し
た
救
急
患
者
の
一
部

は
、航
空
自
衛
隊
芦
屋
救
難
隊
（
福
岡
県
）

の
救
難
ヘ
リ
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
は
安
全
確
保
の
た
め
、
捜
索
用

ジ
ェ
ッ
ト
機
が
先
行
し
て
空
路
の
気
象
状

況
を
確
認
、
旋
回
し
て
地
上
と
の
無
線
連

絡
を
行
い
ま
す
。
夜
間
の
騒
音
等
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
の
方
へ
の
お
願
い

夜
間
の
緊
急
運
航

　

災
害
発
生
時
の
緊
急
物
質
の
輸
送
・
孤
立
者
救
助
や
救

急
搬
送
、空
中
消
火
、行
方
不
明
者
捜
索
の
た
め
、
公
園
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
33
か
所
を
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
・
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
㊟
）
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
時
に
は
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
山
口
県
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
き
ら
ら
」、
ま
た
来
年
１
月
か
ら

運
航
が
開
始
さ
れ
る
山
口
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
等
が
緊
急
離

着
陸
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

㊟
：
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
救
急
隊
と
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
合
流
し
、患
者
を
引
き
継
ぐ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
で
す
。

ドクターヘリも
運航します

1月 から

問
い
合
わ
せ

□防災ヘリポートに関すること
　防災安全課（２５・３８０８）

□離島医療や地域医療に関すること
　地域医療推進課（２５・２１８２）

□救急搬送に関すること
　消防本部警防課（２５・２７８４）

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

指
定
し
て
い
ま
す
！

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

指
定
し
て
い
ま
す
！



市報HAGI●2010（平成22）年12月15日号 �

萩東中男子陸上部
▷前列左から、末

すえはなゆう

花裕（３年）、原田脩
しゅうへい

平（３年）、内田
祐
ゆ き や

紀哉（２年）、大田敦
あ つ し

士（２年）、藤原翔
し ょ う ご

冴（３年）

▷後列左から、佐々木康
や す な り

成（３年）、高
た か の

野千
ち ひ ろ

尋（３年）、

神㟢裕
ひろし

（２年）、中村駆
かける

（１年）

全国中学校駅伝大会
（12 月 19 日 山口市）

陸上

三輪 綾
あ や か

香
（萩東中３年）

全
国
都
道
府
県
対
抗

中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
12
月
25
〜
28
日 

大
阪
府
）

女
子
山
口
県
選
抜

バレーボール

濱野 里
り さ

紗
（萩東中３年）

上田 敬
け い こ

子
（萩東中３年）

高た
か
ま
ど
の
み
や

円
宮
杯

全
日
本
中
学
校

英
語
弁
論
大
会

（
11
月
25
〜
27
日 

東
京
都
）

英語

全国高校ラグビーフットボール大会

９年連続!! 17回目萩商工ラグビー部

　萩商工高校ラグビー部は、11月21日に俵山多目的交流広場（長門市）
で行われた決勝で大津高校を 52対10 で下して優勝。12月27日から東大
阪市で行われる「全国高校ラグビーフットボール大会」に出場します。

◆壮行式
　▽ 12 月 15 日（水） 午後１時〜
　▽市民館大ホール
◆全国大会第１回戦
　▽ 12 月27日（月） 午後 2 時 30 分〜
　▽対戦校＝黒沢尻工（岩手県）

▷前列左から、重村将
しょうや

矢（3年、長門市）、松崎拓
た く や

也（3年、萩東中）、島本悠
ゆ う す け

介（3年、萩西中）、永岡竜
りゅうぞう

造（3年、萩東中）、中本大
だ い き

樹（3年、萩西中）、

大島佑
ゆうじろう

二郎（3年、萩東中）、濱村翔
しょうた

太（3年、萩西中）、村谷拓
た く や

也（3年、萩西中）、礒部克
か つ み

己（3年、萩東中） ▷中列左から、小橋夏
な つ き

生（3年、萩西

中）、坂野晃
こういち

一（3年、長門市）、玉井航
こ う す け

介（3年、萩東中）、内山拓
たくなり

也（3年、萩東中）、田村紀
のりゆき

之（2年、山口市）、明賀大
ひろたか

岳（3年、萩西中）、桑原直
な お き

紀（3

年、萩西中）、安森直
なおゆき

之（2年、長門市）、山田聖
せ い や

也（2年、萩西中） ▷後列左から、上領梨
り か

華（3年、萩西中）、西本優
ゆ う じ

二（1年、福岡県）、吉岡智
ともひさ

久（2

年、むつみ中）、岸野司
つかさ

（2年、長門市）、秋丸孝
たかのり

則（3年、大井中）、金子裕
ひ ろ き

紀（3年、三見中）、松本健
たける

（1年、福岡県）、山下啓
け い た

太（2年、山口市）
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生活環境改善事業功労者

　平成 17 年に結成して以来、緑色のジャンパーを
着て、朝、夕の登下校時刻に子どもたちの安全を見
守る。下校時には学校へ来校し、一緒に下校する。
また、「あぶないとこＭＡＰ」を作成し、通学路の
点検や危険箇所の改善にも活用

明倫小学校区
　　「見守り隊」

萩
市
民
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　

11
月
28
日
、市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

【優勝】中津江ママさん、【準優勝】
土原同好会、【３位】今古萩、浜崎

優勝の中津江ママさんチーム

　平成元年から萩市農協三見支
所女性部長として環境美化活動
に尽力。萩市環境衛生推進協議
会会員

（80 歳　三見）阿武　澄
す み こ

子

　「きれいな萩・おまかせいど」
に個人で登録。早朝から菊屋横
町・江戸屋横町の清掃や中央公
園の美化に尽力

（84 歳　南古萩町）鈴木　義
よし

藏
ぞう

学校安全表彰

（代表　岩㟢喜
きいちろう

一郎　
　　　　ＰＴＡ会長）

　浜崎地区に残る歴史的資産を
掘り起こし、地区を再生するた
めに平成９年から活動。古民家
の維持管理、観光客へのおもて
なしボランティア活動等を行う

（会長　梶
かじ

原
わら

衛
まもる

）
浜崎しっちょる会

年齢にとらわれず、社会参加活動を
積極的に行っている高齢者の団体

学校保健表彰 福川小学校
　10 月 31 日、岡山県で開催さ
れた「第 25 回国民文化祭・お
かやま 2010 文芸祭川柳大会」
のジュニア（小・中学生）の部で、
鎗
やり

分
わけ

友
ゆ う か

香さん（明木小学校６年）
が最高賞（文部科学大臣賞）を
受賞しました。

受賞作：「伝えたい　君は一人じゃないことを」

　市内の小中学校では、平成 17 年から萩川柳会に
よる川柳教室が開かれており、３年連続で萩市の児
童が最高賞を受賞しました。

　子どもたちの健康自己管理能力を高める活動を実践

（校長　津田章）

　10 月 23 〜 25 日、千葉県で
開催された「全国障害者スポー
ツ大会ゆめ半島千葉大会」の水
泳競技、25 ｍ自由形と 200 ｍ
メドレーリレーで、鍵村香

か な

奈さ
ん（萩総合支援学校高等部２年）
が３位に入賞しました。

　11月28日、東京都で開催され
た「シーフード料理コンクール」
の一般学生の部で、山本彩

あ や

さん
（奈古高２年、明木中卒）が大日本
水産会会長賞を受賞しました。
受賞料理：「魚

ぎょ

っとした大福」

おかやま2010文芸祭川柳大会川柳

全国障害者スポーツ大会水泳

シーフード料理コンクール
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12
月
１
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

２
０
８
人
、
主
任
児
童
委
員
29
人
が
決
ま
り

ま
し
た
。
平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
、
担
当
地
区
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
や
福

祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
母
子
・
寡
婦
・

父
子
・
高
齢
者
・
障
害
（
児
）
者
・
児
童
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
社
会
福
祉
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
】

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
お
手
伝
い
役
と
し

て
、児
童
問
題
を
専
門
的
に
取
り
扱
い
ま
す
。

＊
空
欄
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
一
斉

改
選
で
後
任
者
が
決
ま
ら
ず
、
現
在
調
整
中

で
す
。
決
定
ま
で
は
、
隣
接
行
政
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

川
　
　
　
　
　
南

川島 1 区 ＊
川島 2 区 中村 由美 川島 2 区の 2 26・3603
川島 3 区 杉 ひろ子 川島 3 区 25・3215
土原 1 区の 1 田村 久美子 土原 1 区の 1 22・6512
土原 1 区の 2 田中 友子 土原 1 区の 2 25・7055
土原 1 区の 3 野稲 照子 土原 1 区の 3 26・1230
土原 2 区 柴田 加代子 土原 2 区の 1 22・7473
土原 3 区の 1･2 小野 晋 土原 3 区の 1 22・2538
土原 3 区の 3･4･5 福田 眞澄 土原 3 区の 4 26・2458
橋本 ･ 御許 ･ 唐樋町 出羽 惠子 御許町 22・7479
江向 1 区の 1･2 野村 淳子 江向 1 区の 2 22・5415
江向 1 区の 3･4･5 松浦 健夫 江向 1 区の 3 24・3003
江向 2 区 松林 瑛子 江向 2 区の 1 22・3398
江向 3 区 山本 初美 江向 3 区の 1 25・2760
江向 4 区 平野 玲子 江向 4 区の 2 22・6484
河添の 1 小田 正憲 河添の 1 26・0318
河添の 2 伊藤 喬 河添の 2 25・1976
平安古東区の 1･2 井上 清重 平安古東区の 1 22・6215
平安古東区の 3･4 寺川 育乃 平安古東区の 3 26・6941
平安古西区の 2 惠美 猛 平安古西区の 2 22・5392
平安古西区の 1･3 河村 章 平安古西区の 1 22・4552
主任児童委員 坪井 隆範 平安古東区の 3 22・4073
主任児童委員 上野 安代 土原 1 区の 3 26・5512

川
　
　
北

堀内 1 区の 1･2 吉田 恭一 堀内 1 区の 2 22・3003
堀内 1 区の 3 河内 好子 堀内 1 区の 3 22・8215
堀内 2 区の 1･2 長尾 千恵 堀内 2 区の 2 22・1024
堀内 2 区の 3･4 坂本 基 堀内 2 区の 3 25・1993
城東南 ･ 中区 金子 ひとみ 城東中区の 2 22・1088
城東北区 金子 麻子 城東北区の 2 25・8453

担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

川
　
　
　
　
　
北

樽屋町 ･ 今魚店町 中原 正男 樽屋町 22・2039
北古萩 1･2 区 古屋 文康 北古萩 1 区 22・2580
塩屋・細工・恵美須町 岡 茂子 細工町 22・1348
東田町東 ･ 西区 高木 洋子 東田町東区の 1 22・0930
西田町 ･ 瓦町 岡崎 起代子 西田町の 1 22・0653
上五間町 ･ 下五間町 三上 大成 上五間町 22・2898
吉田町 ･ 古萩町 三好 文子 古萩町 22・1569
今古萩町 山根 千鶴子 今古萩町の 2 25・1199
熊谷 ･ 米屋 ･ 津守町 阿武 政子 熊谷町の 1 22・2739
浜崎新町の 1･2･3 区 熊野 洋子 浜崎新町の 3 区 22・9687
浜崎 1･2 区 梶原 誠子 浜崎 2 区の 1 25・1329
浜崎 3･4 区 吹上 友美 浜崎 4 区の 1 26・0351
東浜崎 1 区 豊田 悦子 東浜崎 1 区の 2 25・8804
東浜崎 2 区 伊藤 久雄 東浜崎 2 区の 1 22・1226
相島 ･ 櫃島 古屋 浩 相島上 25・8657
主任児童委員 三上 智奈美 熊谷町の 2 22・2438
主任児童委員 藤 佳奈代 東田町東区の 2 25・5500

椿
　
　
　
　
　
東

目代 ･ 中津江の 1 俵 勲男 中津江の 1 22・5727
中津江の 2 竹田 肇 中津江の 2 25・6776
上野の 1 佐伯 泰司 上野の 1 22・6252
上野の 2 平川 淳子 上野の 2 22・2346
椎原 野山 嘉孝 椎原の 2 22・5486
中の倉 片山 隆根 中の倉の 2 22・2613
長山 筒井 順督 長山 22・7605
松本市 溝部 京子 松本市 22・1301
船津 藤田 春元 船津の 1 25・4537
無田ヶ原の 1 中原 カズ子 無田ヶ原の 1 22・5295
無田ヶ原の 2 藤原 信治 無田ヶ原の 2 25・9073
無田ヶ原の 3 山本 凱子 無田ヶ原の 3 22・0458
無田ヶ原口の 1･2 大谷 和枝 無田ヶ原口の 1 26・2720
新川東 ･ 西 前田 美智子 新川東の 2 22・2386
新川南 江村 實 新川南の 3 22・1727
香川津 中山 美智枝 香川津 22・7872
鶴江 1 区 ･2 区 中村 孝子 鶴江 1 区の 2 25・2033
前小畑 1 区 兼田 英生 前小畑 1 区 25・6120
前小畑 2 区 松野 勝 前小畑 2 区 22・8642
中小畑 川原 輝彦 中小畑の 3 22・3194
後小畑の 1 小野村 壽美夫 後小畑の 1 25・0389
後小畑の 2 石野 智子 後小畑の 2 25・0486
後小畑の 3 椙本 博昭 後小畑の 3 25・5831
越ヶ浜 1･2 区 厚東 滿 越ヶ浜 2 区の 1 25・0613
越ヶ浜 3･4 区 柳本 登美子 越ヶ浜 3 区 25・0052
越ヶ浜 5･6 区 秋田 華子 越ヶ浜 6 区 25・0278
主任児童委員 石飛 一枝 越ヶ浜 4 区の 2 25・7365
主任児童委員 伊藤 京子 新川西の 2 26・0738

椿

霧口 ･ 沖原 大津 繁美 沖原 25・1365
大屋 ･ 笠屋 ･ 河内 毎田 孝則 大屋の 1 22・3071
椿 中山 ツネ子 椿 22・6902
濁淵 牛尾 清勝 濁淵 22・2563
金谷の 1 阿武 麻美子 金谷の 1 22・5748
金谷の 2 田邉 勝子 金谷の 2 22・4559
椿町の 2･3 藤田 雅子 椿町の 2 22・0651
雑式町 宮本 俊雄 雑式町 22・9909
青海 山根 繁和 青海 22・6840
主任児童委員 三浦 節子 雑式町 22・4038
主任児童委員 前原 久美子 金谷の 1 22・7161

山
　
　
　
　
田

東木間 堀 忠行 東木間 27・0828
西木間 ･ 北木間 山根 光夫 西木間 27・0820
山田 1 区 ･2 区 野村 謙次 山田 1 区 25・4055
玉江 1 区 岡 嘉明 玉江 1 区の 2 22・2771
玉江 2 区 ＊
玉江 3 区 藤村 弘延 玉江 3 区 25・1958
玉江浦 1 区の 1･2 角屋 喜代枝 玉江浦 1 区の 1 22・3711
玉江浦 1 区の 3 村谷 充生 玉江浦 1 区の 3 25・9488
玉江浦 2 区 上領 恵美子 玉江 2 区の 2 22・4024
倉江 ･ 小原 岡 利弘 倉江の 1 22・4507
主任児童委員 福田 郁代 玉江浦1区の2 22・5693
主任児童委員 宮本 直治 玉江1区の1 26・3107
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担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

三
　
　
見

畦田･石丸･蔵本 奥富 輝之 三見畦田 27・0065
市･吉広 松尾 泰之 市 27・0369
中山･手水川･床並 横山 榮治 手水川 27・0570
駅通り･河内 三村 修身 三見河内 27・0121
浦1･2･3区 金子 一人 浦2区 27・0241
浦4･5区 三浦 康代 浦5区 27・0341
明石･飯井 河村 正男 飯井 27・0872
主任児童委員 野村 典子 手水川 27・0182
主任児童委員 ＊

大
　
　
井

七重･市場 松原 正浩 市場 28・0331
庄屋･円光寺･門前 水津 晃 庄屋 28・0007
土井･馬場 伊藤 弘子 馬場 28・0121
港上･港浜 古谷 美枝 港浜の2 28・0645
港中･港下 吉村 禮子 港中 28・1164
浦上･浦中･浦下 中野 髙男 浦下 28・0495
後地･貞平 河野 久美子 貞平 28・0304
本郷･羽賀･坂本 渡邉 幸恵 坂本 28・1340
主任児童委員 松浦 啓子 浦下 28・0716
主任児童委員 片山 加代子 馬場下 28・0155

大
　
島

赤穂瀬先･赤穂瀬前 刀禰 哲夫 赤穂瀬先 28・1158
浜･沖手･西･東･猪之坂 國光 伸征 寺山 28・0685
寺山･登･常村 國光 夕也子 常村 28・0798
主任児童委員 吉村 彌生 東 28・0681
主任児童委員 刀祢 ひろみ 赤穂瀬先 28・1533

見
　
島

見島1･2･3区 金子 利光 見島3区 23・2423
見島4･5･6区 赤崎 佳久 見島4区 23・2104
見島7･8･9区 西山 茂男 見島7区 23・3431
見島10･11･12区 瀧山 恭祐 見島11区 23・3240
主任児童委員 中家 菊江 見島3区 23・2246
主任児童委員 北國 浩子 見島11区 22・2233

川
　
　
上

佐古･山田･白上 柴田 由美子 白上 54・2519
立野･椿瀬･横坂 岩本 憲子 立野 54・2706
長谷･灰福・相原 神崎 昭宏 三徳 54・2113
筏場･遠谷･堂河内 阿武 多惠子 遠谷 54・2025
共栄 厚東 紘美 共栄 54・2358
笹尾･杣木谷 阿武 賢治 笹尾 54・2728
江舟･野戸呂 下岡 スヅ子 江舟 54・2953
主任児童委員 金子 真紀江 白上 54・2767
主任児童委員 烏田 直美 横坂 54・2303

田
　
万
　
川
　
　
　
　
　
　
　
　

小川1区･5･12･25区 上村 敏 小川25区 4・0194
小川2･3･4区 児玉 早奈江 小川4区 4・0467
小川6･7･8区 中島 敬子 小川7区 4・0945
小川9･10･11区 高津 房子 小川10区 4・0745
小川13･14･15区 原 宏子 小川15区 4・0102
小川16･17･18区 隅野 由美 小川16区 4・0063
小川19･20･21区 井上 一男 小川21区 4・0256
小川22･23･24区 須郷 衣江 小川22区 4・0445
上組・丸山・中組・大久
保・八幡 梅津 芳生 丸山区 2・0188

松崎・稗田・市味・湊 藤井 友絵 松崎 2・0725
下郷・わらび台・大沢 島田 ひとみ わらび台 2・0980
瀬尻・須佐地・江崎平
原・上本郷 板井川 健 須佐地 2・0765

下本郷・要一・要二・上本
町 斉藤 博英 下本郷区 2・0712

土居・弁天 塩谷 荒人 弁天区 2・0769
本町・上中町・下中町・戎一 増山 ひとみ 下中町区 2・0323
戎二・江津・尾浦 須ヶ牟田 智恵子 江津区 2・0078
主任児童委員（江崎） 新川 眞澄 湊 2・0739
主任児童委員（小川） 石橋 康子 小川1区 4・0477

む
　
つ
　
み

尾の坂・湯の口・三戸
原・広瀬下 中尾 里子 三戸原 6・0320

佐波木・宇立・市上・市下 中村 裕二 市上 6・0042
鈴倉・野田・大光寺・朝鳥 金田 富子 大光寺 6・0656
岡田・江良・菅谷・毛木
山・千石台 岩本 みよ子 岡田 6・0966

毛木・吉部殿川・平ヶ
重・天坪・深谷・二反田 増原 建夫 吉部殿川 6・0945

担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

む
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　

麻生・鍛冶屋・吉部長
尾・柳・鱒谷 岡村 正 鍛冶屋 6・0446

広瀬上・志和田 中村 隆次 志和田 6・0327
中郷・上市・安附 佐々木 智恵子 高佐上市 8・0006
宮廻・下領・影畑 永安 重博 宮廻 8・0057
花見・伏馬 長嶺 勝 花見 8・0053
後井・辻山・高佐横坂 吉岡 憲弘 高佐横坂 8・0701
羽月・岸高・中央・領家 吉岡 之憲 岸高 8・0411
御舟子・小国・中橋・金
谷・札の奥 大谷 洋二 御舟子 8・0737

主任児童委員（高俣） 堀田 幸子 下領 8・0210
主任児童委員（吉部） 佐伯 博 佐波木 6・0609

須
　
　
　
　
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松原･本町･青葉台 ＊
山根丁東･山根丁西 中村 すま子 山根丁東 6・3838
河原丁･横屋丁･中津 青木 智子 横屋丁 6・2443
浦西 佐々木 寛 浦西 6・2557
浦中･浦東 一木 清久 浦東 6・3756
水海･入江 五十嵐 かず子 水海 6・2019
まてかた･押谷･金井 新谷 順一 まてかた 6・3425
中畑･上三原･堀田 伊藤 正久 中畑 6・2679
帆柱･下三原上･下三
原下 村上 孝志 下三原下 6・3938

野頭･北谷 谷本 隆良 北谷 6・3757
高山･前地･沖浦･入江
の一部 福田 末乃 入江 6・2729

弥富1･2区 森下 ヱミ子 弥富2区 8・2653
弥富3･4区 村木 順嗣 弥富4区 8・2616
弥富5･6区 宇野 健治 弥富5区 8・2234
弥富7･9区 清水 良雄 弥富9区 8・2027
弥富8･10区 栗山 純子 弥富10区 8・2251
弥富11･12･13区 岩本 眞知子 弥富13区 8・2323
主任児童委員（弥富） 末永 朗 弥富11区 8・2774
主任児童委員（須佐） 緒方 恵美子 入江 6・2710

旭

釿切･古戦場･同前･小野
山･菅蓋･すもうば団地･
サンウッドビレッジ

阿部 壽男 古戦場 55・0309

矢代･上横瀬･下横瀬･
角力場 村田 幸重 角力場 55・0636

惣田･笛吹･牛地･中央
団地･沖ノ原団地・見
定下切

神崎 享子 牛地 55・0128

明木上市･下市･蔵屋･原 岡村 健哉 蔵屋 55・0411
長瀬･舞谷･大下 藤本 勝利 大下 56・0556
佐々並市･成川 三浦 裕子 佐々並市 56・0014
高津･長小野･深瀬･黒ヶ谷 杉山 康子 長小野 56・0621
久年・パークタウン 木村 計司 久年 56・0018
主任児童委員（明木） 斉藤 操 下横瀬 55・0724
主任児童委員（佐々並) 中村 美智子 久年 56・0318

福
　
　
　
　
　
栄

文捨･山崎･堂ヶ迫･入屋 矢次 君江 山崎 52・0509
鶴ヶ谷･平蕨･平蕨台･
麦谷･半田 齊藤 君子 平蕨 52・0445

蕪根･高坂･生野･桜 鈴木 孝彦 生野 52・0773
鎌浦･榎屋･別所･東宗 藤原 博行 鎌浦 52・0008
西宗･押原 田辺 宏 西宗 52・0816
扇町･仁保谷･上莚野･
下莚野 石川 巖 扇町 52・0051

金峯･黒川･吉田 伊藤 憲彦 吉田 52・0607
堀越･栗原 原 良圭 栗原 53・0745
紫福市･小西見･小野
田･田中 ＊

奥畑･中山･畑 岡 孝枝 畑 53・0950
紫福平原･横貝･京場 上村 康子 京場 53・0427
檀今木･永田沖･永井 岡 玲子 永井 53・0509
紫福殿川･紫福長尾･
杉原･堂ヶ市･紫福山
田･向山

服部 純基 紫福殿川 53・0935

主任児童委員（紫福） 白神 敦子 紫福市 53・0753
主任児童委員（福川） 阿武 敏夫 入屋 52・0553

（
市
外
局
番 

０
８
３
８
７
）

（
市
外
局
番 

０
８
３
８
８
）

（
市
外
局
番 

０
８
３
８
７
）
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そ
の
原
因
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
性
疾
患

　

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
等
の
虚
血
性
心
疾

患
は
大
半
が
心
臓
の
血
管
（
冠
か
ん
ど
う
み
ゃ
く

動
脈
）
の

動
脈
硬
化
か
ら
生
じ
ま
す
。
心
臓
か
ら
全

身
へ
血
液
を
送
り
込
む
血
管
（
動
脈
）
で

加
齢
に
伴
い
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、
糖

尿
病
、
喫
煙
等
の
因
子
が
加
わ
り
、
動
脈

硬
化
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
長
期
に
わ
た
る
と
血
管
内
表

面
に
粥か
ゆ

状
の
隆
起
（
図
：
プ
ラ
ー
ク
・
脂

質
プ
ー
ル
）
を
形
成
し
、“
脳
だ
け
”“
心

臓
だ
け
”
で
は
な
く
全
身
で
生
じ
ま
す
。

心
臓
で
は
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
等
の
虚
血

性
心
疾
患
と
呼
ば
れ
、
脳
で
は
脳
梗
塞
、

一
過
性
脳
虚
血
等
の
脳
卒
中
、
図
に
は
記

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
手
・
足
等
の
動

脈
が
閉
塞
す
れ
ば
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
と

呼
ば
れ
ま
す
。

動
脈
硬
化
性
疾
患
の
進
展
と
発
症

　

動
脈
硬
化
は
本
人
に
は
何
と
も
な
い
時

期
か
ら
静
か
に
、
か
つ
確
実
に
進
行
し
ま

す
。
血
管
内
隆
起
（
プ
ラ
ー
ク
）
は
図
の

よ
う
に
血
流
を
障
害
し
な
い
軽
度
の
状
態

か
ら
（
い
い
換
え
る
と
症
状
を
感
じ
る
以

前
の
状
態
か
ら
）
突
然
、
破
綻
を
来
た
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

破
綻
し
た
プ
ラ
ー
ク
に
血け
っ
せ
ん栓（

血
の
塊
）

が
付
着
し
、
血
管
を
高
度
に
狭
め
れ
ば
狭

心
症
（
不
安
定
）・
一
過
性
脳
虚
血
発
作
、

血
管
を
閉
塞
し
て
し
ま
え
ば
心
筋
梗
塞
・

脳
梗
塞
と
い
う
病
態
と
な
り
ま
す
。

　

徐
々
に
自
覚
症
状
が
出
現
す
る
方
も
い

ま
す
が
、
多
く
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
あ

る
日
突
然
発
症
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
動
脈
硬
化
危
険
因
子
は
“
サ
イ
レ
ン
ト

キ
ラ
ー
”
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
は
予
防
が
第

一
で
あ
り
、
全
身
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
生

じ
、
再
発
す
る
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
先

進
国
に
お
け
る
大
変
重
要
な
国
民
保
健
的

課
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
因
子
へ
の
対
応
策

　

恐
ろ
し
い
病
気
の
こ
と
ば
か
り
書
き
連

ね
ま
し
た
が
、
動
脈
硬
化
危
険
因
子
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
発
症
を

抑
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
す
。
そ
れ
に

は
健
康
診
断
、
定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
危
険
因
子
の
指
摘
・

指
導
が
あ
れ
ば
指
導
内
容
に
沿
い
、
医
療

機
関
へ
の
受
診
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
一
度
は
医
療
機
関
で
指
導
を
受
け

て
み
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
動
脈
硬
化
性
疾
患
を
発

症
し
て
い
る
方
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、

糖
尿
病
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
方

は
医
療
機
関
で
受
け
る
指
導
と
と
も
に
、

自
身
で
も
生
活
習
慣
の
是
正
を
常
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
生
じ

る
病
の
対
応
策
は
生
活
習
慣
の
是
正
が
第

一
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

65

医師：立
たていし

石 裕
ひ ろ き

樹

萩市民病院

専門：内科・循環器科

　

２
０
０
９
年
２
月
15
日
号
で
心し
ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

、
狭
き
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

心
症
な
ど
の
虚き
ょ
け
つ
せ
い
し
ん
し
っ
か
ん

血
性
心
疾
患
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

血流

血流

血流

血流

プラークの形成 プラークの破綻

脂質プール
壁在血栓

脂質プールプラーク内血栓

プラーク内血栓

脂質プール

脂質プール
壁在血栓 血栓による完全閉塞

プラーク内血栓

〈心筋梗塞、突然死〉
アテローム脳梗塞

〈不安定狭心症〉
一過性脳虚血
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〜
萩
市
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

〜
新
萩
図
書
館
・
児
童
館
施
設
見
学
会
〜

１位の「礒キング」（福岡県）チーム

〜
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〜

見
島
沖
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
一
本
釣
り
を
楽
し
む

伝
統
芸
能
の
演
目
を
披
露

「
萩
あ
い
ぶ
ら
り
」を
見
学

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
に
１
２
３
人
が
挑
戦

　

萩
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
「
萩
も
の
し
り
博
士
検
定
」
が
11
月
28

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
６
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
山
口
福
祉

文
化
大
学
に
加
え
第
２
会
場
と
し
て
須
佐
公

民
館
（
子
ど
も
検
定
の
み
）
で
も
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
１
２
３
人
が
挑
戦
し
ま
し

た
。
修
士
課
程
は
66
人
が
受
験
し
61
人
が
合

格
（
合
格
率
約
92
％
）、
修
士
課
程
を
合
格

し
た
方
が
挑
戦
す
る
博
士
課
程
は
、
36
人
が

受
験
し
11
人
が
合
格
（
約
31
％
）、
子
ど
も

検
定
は
21
人
が
受
験
し
20
人
が
合
格（
95
％
）

し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
、
見
島
沖
で
萩

ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
昨
年
、
昨
年
と
俳
優
の
松
方
弘
樹

さ
ん
が
参
加
し
、
２
年
連
続
で
３
０
０
㎏
超

の
大
物
を
釣
り
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
か

ら
注
目
を
浴
び
る
大
会
と
な
り
、
過
去
最
高

の
31
チ
ー
ム
、１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
松
方
さ
ん
は
ゲ
ス
ト
参
加
さ
れ
、

他
の
参
加
者
に
マ
グ
ロ
釣
り
の
仕
掛
け
な
ど

を
熱
心
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

大
物
は
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
位
の

22
㎏
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
、
マ
ダ
イ
や

ヒ
ラ
マ
サ
等
多
く
の
釣
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
に
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
第
５

回
萩
市
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
地
域
の
伝
統
芸
能
保
存
会
な
ど
13
団

体
に
よ
る
21
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
各
地
域
の
神

楽
舞
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
広
く
市
民
に
紹
介

す
る
た
め
、
隔
年
で
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
保
育
園
、

小
・
中
・
高
校
生
も
地
域
の
伝
統
芸
能
の
後

継
者
と
し
て
出
演
し
、
の
べ
８
０
０
人
の
入

場
者
が
古
く
か
ら
伝
わ
る
演
目
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　

来
年
３
月
21
日
に
開
館
す
る
予
定
の
、
新

萩
図
書
館
・
児
童
館
「
萩 

あ
い
ぶ
ら
り
」

の
施
設
見
学
会
を
、
11
月
21
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約

３
０
０
人
が
見
学
に
訪
れ
、
新
萩
図
書
館
と

児
童
館
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
初
め
て
建
物
の
内
部
を
見
た
参
加
者
か

ら
は
、「
新
し
い
図
書
館
は
明
る
く
て
開
放

的
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
」、「
児

童
館
は
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
そ
う

だ
」
な
ど
、
開
館
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

越ヶ浜郷土芸能保存会「昇殿巫女の舞」
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中
か
ら
見
出
し
、
業
者
側
に
危
険
性
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
具
体
的

な
数
値
、
き
め
細
や
か
な
資
料
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
。

　

そ
し
て
公
聴
会
等
に
お
い
て
、
分
別

の
方
法
や
手
順
を
聞
き
、
そ
の
矛
盾
を

突
け
ば
回
答
が
出
な
い
た
め
、
自
ら
撤

退
を
表
明
す
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る

会
」
で
は
、
こ
の
反
対
運
動
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら

個
人
会
員
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。
現

在
約
６
５
０
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会

（
２
２
・
３サ
ン

８パ
イ

７ナ

４シ

）

　

福
栄
地
域
産
廃
処
分
場
の
建
設
に
反

対
す
る
市
民
団
体
「
萩
・
福
栄 

水
と

命
を
守
る
会
」（
塩し
お

谷た
に

正ま
さ
と人
会
長
）
が

11
月
25
日
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
講
演
会

を
開
催
し
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
黙
っ
て
い
て
は
危
な
い
住
民
の
命
」

と
い
う
演
題
で
弁
護
士
の
馬ま

な

ぎ
奈
木
昭あ
き
お雄

久
留
米
大
学
法
科
大
学
院
教
授
が
、
い

か
に
産
廃
処
分
場
の
建
設
を
止
め
る
か

に
つ
い
て
、
熊
本
県
水
俣
市
の
事
例
を

交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

①
地
元
住
民
に
「
作
ら
せ
な
い
」
と
い

う
熱
意
が
あ
る
こ
と
や
住
民
（
原
告
）

が
自
ら
が
行
動
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
こ
と
。

②
処
分
場
の
計
画
を
止
め
る
直
接
的
な

条
例
は
な
く
、
問
題
点
を
日
常
生
活
の

水と命の講演会を開催
ー産廃処分場の建設を止めるには

果
樹
の
宝
庫

　
〜
第
１
回
平
山
台
ま
つ
り
開
催
〜

　

平
山
台
で
採
れ
た
果
物
の
丸
果か

じ

り
・
販
売
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

「
果
樹
団
地 

平
山
台
」
を
Ｐ
Ｒ
。
平
山

台
で
は
、約
60 

ha
の
果
樹
園
で
桃
、梨
、

ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
な
ど
を
栽
培
。

住
民
総
参
加

　
〜
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
開
催
〜

　

地
域
を
赤
・
白
・
紫
・
青
・
緑
な
ど

の
９
色
に
分
け
、
秋
晴
れ
の
も
と
地
域

の
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
民
５
６
０

人
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

萩
阿
武
川
温
泉
入
湯
２
０
０
万
人
突
破

　

萩
阿
武
川
温
泉
ふ
れ
あ
い
会
館
の
利

用
者
が
平
成
５
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
２
０
０
万
人
を
突
破

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
カ
ヌ
ー
競

技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
開
催

　

３
月
に
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
が
完
成

し
、
来
年
の
山
口
国
体
に
向
け
て
「
西

日
本
カ
ヌ
ー
大
会
」
が
開
催
。
西
日
本

や
関
東
方
面
か
ら
43
人
の
選
手
が
参
加

消
防
団
川
上
方
面
団
が
山
口
県
消
防
操

法
大
会
で
優
勝

2月18日7月18日9月18日

10月23日11月7日
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献
穀
米
の
お
田
植
え
式

　

宮
中
で
神
を
祭
る
「
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
」
に
献

納
す
る
献
穀
米
の
奉
耕
者
の
高
橋
正
演

さ
ん
が
、
５
月
に
お
田
植
え
式
、
９
月

11
日
に
抜ぬ
き

穂ほ

式し
き

（
収
穫
）
を
終
え
て
、

10
月
に
献
納

む
つ
み
昆
虫
王
国
来
場
者
10
万
人
突
破

　

平
成
11
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
む
つ
み

昆
虫
王
国
、
か
ぶ
と
虫
ド
ー
ム
の
入
場

者
が
10
万
人
を
突
破

歴
史
の
道
「
萩
往
還
」
を
活
用

　

歴
史
の
道
「
萩
往
還
」
資
源
活
性
化

事
業
と
し
て
、
萩
商
工
会
議
所
お
よ
び

萩
阿
西
商
工
会
を
中
心
に
、
歴
史
的
価

値
に
加
え
観
光
資
源
と
し
て「
萩
往
還
」

を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
取
り
組
み
の

一
環
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
（
６
月
に
４
回
）・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
・
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
11
月
21

〜
23
日
）
な
ど
を
実
施

佐
々
並
市
が
伝
建
地
区
に
決
定

　

萩
市
伝
統
的
建
物
群
保
存
地
区
保
存

条
例
に
基
づ
く
伝
建
地
区
に
決
定

新
ま
な
ぼ
う
号
が
運
行

　

新
し
い
移
動
図
書
館「
ま
な
ぼ
う
号
」

が
須
佐
・
田
万
川
地
域
内
の
運
行
を
開

始
、
３
月
16
日
に
育
英
小
学
校
で
一
般

に
披
露

畳
ヶ
淵
龍
神
祭
り
が
開
催

　

六
角
形
の
玄
武
岩
柱
状
節
理
が
整
然

と
並
ぶ
景
勝
地
「
畳
ヶ
淵
」
で
、
県
立

大
学
吹
奏
楽
団
の
演
奏
会
や
伊
良
尾
山

火
山
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
開
催

福
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
開
封

　

平
成
11
年
の
福
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

で
募
集
し
た
手
紙
を
封
じ
込
め
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
、
中
に
入
っ
て

い
た
２
６
６
通
の
手
紙
を
届
け
た

平ひ
ら

蕨わ
ら
び

地
区
芸
能
保
存
会
の
神
楽
舞
の

衣
装
を
更
新

　

40
年
以
上
前
か
ら
使
用
し
て
老
朽
化

が
進
ん
で
い
た
平
蕨
地
区
芸
能
保
存
会

の
神
楽
舞
の
衣
装
７
組
を
文
化
庁
の
ふ

る
さ
と
文
化
再
興
事
業
で
更
新
し
、
11

月
27
日
に
初
練
習

5月15日8月11日

3月16日7月25日

６月、11月21日〜23日11月19日

11月7日11月27日
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萩
市
成
人
式　

１
月
２
日

　

新
成
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
は
案
内
状
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

平
成
23
年
１
月
２
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
受
付
午
後
０
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

■
内
容

◦
式
典　

午
後
１
時
30
分
〜

◦
記
念
撮
影　

午
後
２
時
15
分
〜

地
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
撮
影

◦
は
た
ち
の
広
場　

午
後
２
時
15

分
〜
３
時
30
分

　

地
元
の
若
者
が
立
ち
上
げ
た

「
企
画
・
運
営
委
員
会
」
が
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
未
来
予
想
図
〜
完

結
〜
、
地
域
の
特
産
品
喫
茶
、
海

鮮
鍋
コ
ー
ナ
ー
、呈
茶
コ
ー
ナ
ー
、

は
た
ち
の
夢
風
船
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
９
０
）

見
島
総
合
セ
ン
タ
ー
の
名

称
「
見
島
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
」
に
決
定

　

見
島
総
合
セ
ン
タ
ー
は
新
た
に

移
転
新
築
し
、
来
年
３
月
に
竣
工

し
ま
す
。
新
た
な
施
設
の
名
称
募

集
に
市
内
か
ら
58
点
（
25
人
）
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
引
地
敏と
し
お夫

さ
ん

（
見
島
）
の
「
見
島
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も

た
ち
の
宿
泊
体
験
学
習
機
能
、
文

化
財
・
民
俗
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
交
流
施

設
と
し
て
開
館
し
ま
す
。

　

子
ど
も
会
活
動
や
各
学
校
の
宿

泊
訓
練
、合
宿
な
ど
に
活
用
で
き
、

ま
た
公
民
館
、
支
所
機
能
も
あ
り

ま
す
の
で
島
民
の
皆
さ
ん
に
も
利

用
し
や
す
い
施
設
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
城
跡（
時
打
矢
倉
跡
）の

石
垣
修
理
の
完
成
報
告
会

　

平
成
19
年
10
月
29
日
に
国
史
跡

萩
城
跡
「
時と
き
う
ち
や
ぐ
ら
あ
と

打
矢
倉
跡
」
の
石
垣

崩
壊
が
発
見
さ
れ
、
市
で
は
、
伝

統
工
法
に
よ
る
石
垣
修
理
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
3
年
に
わ
た
っ
た
石

垣
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
た
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
内
容　

①
石
垣
修
理
の
工
事
内

容
や
発
掘
調
査
の
成
果
、
石
垣
完

成
に
至
る
ま
で
の
苦
労
話
、
②
発

掘
調
査
で
出
土
し
た
胴ど
う
ぎ木

の
見
学
、

③
時
打
矢
倉
跡
の
現
地
見
学
（
矢

倉
台
に
上
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
報
告
会

の
み
と
し
、
現
地
見
学
は
中
止
し

ま
す
。　

■
定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

※
時
打
矢
倉
跡
へ
の
現
地
見
学

は
、
各
自
で
の
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
。
自
家
用
車
の
方
は
市
営
駐

車
場
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
胴
木
と
は
、
石
積
み
の
不
規
則

な
沈
下
を
防
ぐ
た
め
に
石
材
の
基

礎
に
水
平
に
据
え
た
丸
太
材
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
時
打
矢
倉
跡
か

ら
出
土
し
た
胴
木
は
創
建
当
初
に

さ
か
の
ぼ
る
約
４
０
０
年
前
の
も

の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
６
５
４
）

競
争
入
札
参
加
者
資
格
審

査
申
請
書
の
提
出

　
　
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ
ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
４
本
（
１
４
５
Ｒ
12
）、
電

動
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
ー
、
パ
ソ
コ

ン
プ
リ
ン
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
藤
２
人
掛
け
ソ
フ
ァ
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

キ
ー
ボ
ー
ド
、
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
（
前
用
）、
ス
ク
ー
タ
ー

電
気
ス
ト
ー
ブ
、
日
の
丸
保
育
園
制

服
・
体
操
服

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立
し
た
場
合

や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

◇
さ
げ
も
ん
（
節
句
飾
）
作
り

■
と
き　

平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）

午
前
10
時

■
定
員　

10
人

■
参
加
料　

１
０
０
円

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日
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市
で
は
、
平
成
23
・
24
年
度
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
物
品
調
達

等
お
よ
び
業
務
委
託
の
競
争
入
札

に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格

審
査
の
申
請
を
、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

　

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
請
区
分

【
建
設
工
事
】
建
設
業
28
業
種

【
物
品
調
達
等
】
文
具
・
事
務
用

機
器
類
、家
具
類
、印
刷
・
製
本
類
、

電
気
通
信
機
器
類
、
医
療
・
理
化

学
機
器
類
、
産
業
・
工
作
機
器
類
、

車
両
・
船
舶
類
、
薬
品
類
、
油
脂
・

燃
料
類
、
材
料
類
、
繊
維
・
靴
・

鞄
類
、
文
化
体
育
用
品
類
、
写
真
・

写
真
用
品
類
、
消
防
用
品
類
、
そ

の
他
の
物
品
、
借
入
品
、
修
繕

【
業
務
委
託
】
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築
関
係
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
地
質
調
査
、
補
償
関

係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
保
守
・
管

理
、
調
査
・
分
析
、
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、

企
画
・
製
作
、
運
送
、
そ
の
他

※
市
水
道
事
業
お
よ
び
市
民
病
院

事
業
の
発
注
す
る
建
設
工
事
、
物

品
調
達
等
、
業
務
委
託
の
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
も
、
監
理
課
で
登
録
し
ま
す

の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
式
・
要
領

　

監
理
課
、
各
総
合
事
務
所
で
配

布
し
ま
す
。ま
た
、萩
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
申
請
方
法

◦
更
新
申
請

　

平
成
21
・
22
年
度
に
市
の
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
る
方

は
、
平
成
23
年
１
月
６
日
か
ら
21

日
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
ピ
ン
ク

色
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
込
み
、

持
参
ま
た
は
郵
送
等
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
新
規
申
請

　

新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
は
、
平

成
23
年
１
月
24
日
か
ら
２
月
４
日

ま
で
に
、
提
出
書
類
を
み
ど
り
色

の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
込
み
、
書

類
に
つ
い
て
回
答
で
き
る
方
が
持

参
ま
た
は
郵
送
等
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
期
間
内
に
必
着

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

監
理
課
（
２
５
・
３
４
７
４
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
の
状

況
で
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」
の
登
載
を
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
申
請
は
、
平
成
24
年
の

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
際
に
、

利
用
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
萩
市
農
業
委
員
会（
萩
市
全
域
）

の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

③
農
地
の
耕
作
面
積
が
10
ａ
以
上

で
、
耕
作
を
営
む
方
お
よ
び
同
居

の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
の
業

務
に
従
事
す
る
方

■
記
入
方
法　

現
況
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
申
請
書
に
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
方
は
抹
消
し
、
新
た
に
資

格
を
有
し
た
方
は
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
方
法　

平
成
23
年
１
月
７

日
ま
で
に
、
申
請
書
を
萩
市
農
業

委
員
会
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ

萩
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
４
０
５
）

給付事由 １型の場合 ４型の場合

死亡・重度障害 80～240万円 350～
1,300万円

入院（１日） 500～
2,000円

2,000～
8,000円

通院治療（１日） 750円 3,000円

住宅災害（全焼） 50万円 200万円

型種 月掛金
（１人） 加入年齢

１型 450円
満15歳以上満65歳未満２型 900円

３型 1,500円

４型 2,000円 満15歳以上満50歳未満
（満55歳になるまで継続加入可）

高齢者型 450円 満65歳以上満71歳未満

ファミリー型 500円 0歳以上満65歳未満の家族
（子どもは満25歳未満）

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

い
て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福

祉
の
向
上
を
目
的
に
、
県
下
全
域

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
共

済
制
度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
火
災
等
の
不

測
の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保

障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・
銀

婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
金
も
給
付

し
ま
す
。
入
院
に
つ
い
て
も
、
５

日
以
上
入
院
し
た
場
合
は
、
１
日

目
か
ら
給
付
金
を
支
払
い
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

市
内
の
中
小
企
業
（
従
業
員
３
０

０
人
以
下
）
の
勤
労
者
で
契
約
発

■掛金と加入年齢

■給付額の例 問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

萩
県
民
局
（
２
６
・
５
８
１
０
）

効
日
の
前
日
ま
で
健
康
な
方

■
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

◆
少
な
い
掛
金
で
大
き
な
保
障　

年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
掛
金

は
一
律
で
す
。

◆
共
済
だ
か
ら
安
心

県
下
の
全
市
町
共
済
会
と
協
力
し

て
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
（
満
70
歳
ま
で
）・
家

族
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
仕
事
中
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
以

外
で
も
24
時
間
保
障
で
す
。

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
防
寒
の
不
備
な
水
道
管
は

水
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
防
寒
の
方
法

①
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
に
は
、
保
温
材
や
毛
布
、

布
な
ど
を
巻
き
、
さ
ら
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
巻
く
と
効
果
的
で
す
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
毛
布

や
布
き
れ
な
ど
を
入
れ
、
ま
わ
り

を
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。

③
気
温
が
下
が
っ
て
凍
結
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
蛇
口
を
少
し
開

い
て
水
を
流
し
て
お
く
と
凍
結
防

止
に
な
り
ま
す
。

■
凍
結
し
た
場
合

　

自
然
に
と
け
る
の
を
待
ち
ま
し

ょ
う
。
熱
湯
な
ど
を
急
に
か
け
る

と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
破
裂
し
た
場
合

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ

ル
ブ
を
右
に
ま
わ
し
て
水
を
止
め

る
か
、
破
裂
部
分
に
布
な
ど
を
巻

き
、
針
金
や
ヒ
モ
で
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、
水

道
工
務
課
、
各
総
合
事
務
所
産
業

振
興
部
門
ま
た
は
お
近
く
の
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

山
口
県
産
業
別
最
低
賃
金

の
改
正

　

12
月
15
日
か
ら
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

◦
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精

製
業
、
非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延

業
、
非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業
＝

１
時
間
８
０
８
円

◦
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
＝
１
時
間

７
３
６
円

◦
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
＝
１

時
間
７
８
２
円

◦
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
＝
１

時
間
７
１
０
円

問
い
合
わ
せ　

萩
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
７
５
０
）

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

ら
ご
協
力
を

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が

加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
納
得
で
き
な
い
」。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
、
検
察
官
の
行
っ
た

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審

査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
の
仕
事

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

山
口
地
方
裁
判
所
萩
支
部
内
萩
検

察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
０
４
７
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が

対
象
事
業
所
に
調
査
票
を
持
っ
て

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は

統
計
法
に
基
づ
き
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係（
２
５
・３
４
３
１
）

寄
付

　

山
口
県
Ｌ
P
ガ
ス
協
会
萩
支
部

青
年
部
（
坂
井
洋
ひ
ろ
し

部
長
）
か
ら

萩
市
白
水
会
館
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
３

台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
か
ら
公
共
施
設
等
へ
寄
贈

さ
れ
、
今
年
度
ま
で
に
計
11
台
の

寄
付
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
動
販
売
機
設
置
事
業
者

　

市
有
の
29
施
設
に
設
置
す
る
飲

料
水
等
の
自
動
販
売
機
の
設
置
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
設
置
予
定
施
設　

市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
ほ
か
28
施
設（
合
計
44
台
）

■
申
込
期
間　

12
月
15
日
〜
平
成

23
年
１
月
19
日

■
申
込
方
法　

財
政
課
備
え
付
け

の
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
。

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
決
定
方
法　

売
り
上
げ
手
数
料

率
が
最
も
高
い
事
業
者
と
し
ま

す
。申

し
込
み

財
政
課
（
２
５
・
３
１
４
３
）

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
研

修
生

　

萩
夏
み
か
ん
再
生
地
域
協
議
会

で
は
、
柑
き
つ
栽
培
を
目
指
す
新

規
就
農
者
を
対
象
に
研
修
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
で
２
年

間
栽
培
研
修
を
行
い
、
柑
き
つ
農

家
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。研
修
費
と
し
て
月
額（
最

高
）
15
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

１
人

■
対
象
者　

柑
き
つ
栽
培
を
目
指

す
新
規
就
農
者
で
、
原
則
と
し
て

55
歳
未
満
の
方

■
研
修
期
間　

平
成
23
年
４
月
1

日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
（
２
年

間
）

■
研
修
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
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正
月
元
旦
か
ら
３
日
間
、

シ
ョ
ッ
プ
で
は
２
０
０
０
円
以
上

お
買
い
上
げ
の
方
に
、
う
さ
ぎ
の

干え

と支
ふ
き
ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
毎

日
３
０
人
限
定
）、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
食
事
を
さ
れ
た
方
に
コ
ー

ヒ
ー
ま
た
は
ぜ
ん
ざ
い
を
無
料

サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

○
Ｎ
P
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
主
な
活
動

◦
萩
博
物
館
の
管
理
、
運
営
、
案

内
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
推
進

活
動
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど

◦
萩
博
物
館
学
芸
員
の
サ
ポ
ー
ト

（
海
洋
生
物
・
陸
上
生
物
・
民
具
・

歴
史
・
レ
コ
ー
ド
・
古
写
真
・
藍
・

天
文
）

◦
外
国
人
へ
の
案
内
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
情
報
発
信
、
歴
史

遺
産
の
調
査
と
講
演
会
の
開
催
、

花
の
植
栽
、
紙
芝
居
の
上
演
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※
活
動
内
容
の
詳
細
は
、「
Ｎ
P

Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
下
さ
い

■
会
費　

入
会
金
１
０
０
０
円
、

年
会
費
２
０
０
０
円

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
事
務
局

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
１
７
７
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
冬
期
）

　

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩
で
は
日
常
生

活
に
必
要
な
日
本
語
を
楽
し
く
学

べ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
【
初
級
１
】　

平
成
23
年

１
月
12
日
〜
３
月
16
日
の
毎
週
水

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、【
初
級

２
】　

１
月
16
日
〜
３
月
20
日
の

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

■
と
こ
ろ　
【
初
級
１
】　

市
民

館
、【
初
級
2
】　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
期
間
中
変
更
有
り
）

■
内
容　

初
級
１
、２
（
初
級
１

は
初
心
者
向
け
）

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
別
途
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。（
資
格
・
経
験
不
問
）

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩
代
表（
２
２
・
９

８
３
８
）
恩
村

午
後
５
時　
（
週
３
日
）

■
研
修
内
容　

柑
き
つ
栽
培
技
術

の
取
得

■
選
考
方
法　

面
接

■
申
込
方
法　

平
成
23
年
１
月
11

日
ま
で
に
、
柑
き
つ
振
興
課
へ
電

話
で
連
絡
。

申
し
込
み

柑
き
つ
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
１
内
線
４
０
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
紙
芝
居
の
上
演

　

萩
に
ま
つ
わ
る
話
を
楽
し
い
紙

芝
居
や
民
話
に
し
て
語
り
継
い
で

い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
上
演
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
と
き　

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
約
30
分
間
（
平
成
23

年
１
月
１
日
（
土
）
は
休
み
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

■
演
目　

紙
芝
居
「
至
誠
の
人

吉
田
松
陰
」「
萩
城
物
語
」
ほ
か
、

民
話
「
田
の
中
の
き
つ
ね
」
ほ
か

■
語
り
手　

民
話
語
り
部
班

○
萩
博
物
館
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
年
末

年
始
も
営
業
し
て
い
ま
す

　

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
４
月
、

萩
市
土
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
在
の

萩
東
中
学
校
地
）
に
お
い
て
萩
史

蹟
産
業
大
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
博
覧
会
は
、
萩
の
史

跡
紹
介
と
萩
市
経
済
の
活
性
化
を

目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

会
場
に
は
、
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
の
日
産
館
を
は
じ
め
、
産
業
本

館
・
史
蹟
観
光
館
・
朝
鮮
館
な
ど

の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
設
置
さ
れ
、
入

場
者
の
関
心
を
ひ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
博
覧
会
に
併
せ
て
、
明
倫
小

学
校
で
は
防
長
勤
王
資
料
展
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
種
々
の
行
事
で

市
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

先
年
、
そ
の
博
覧
会
や
賑
わ

う
市
内
の
様
子
を
記
録
し
た
映
画

フ
ィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
、
萩
市
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
修
理
を

終
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
の
企

画
展
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

田
町
商
店
街
の
ウ
ォ
ー
ク
ス

ル
ー
映
像
、
商
店
や
旅
館
の
映
像

は
初
公
開
で
貴
重
で
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

■
年
末
年
始　

萩
博
物
館
は
年
末

年
始
も
開
館
し
て
い
ま
す
（
天
体

観
望
室
は
１
月
１
日
休
館
）

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

企画展
萩博物館

開
催
中
〜
平
成
23
年
４
月
10
日（
日
）

ー
１
９
３
０
年
代
の
映
像
・
絵
画
か
ら
ー

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
撮
影

「
萩
史
蹟
産
業
大
博
覧
会
会
場
」

映
画
フ
ィ
ル
ム
よ
り
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
２
級
課
程
（
通
信
課
程
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く

た
め
に
必
要
な
基
本
的
技
術
と
知

識
を
身
に
付
け
、
介
護
が
必
要
な

方
に
生
活
面
で
の
自
立
に
向
け
た

支
援
が
行
え
る
介
護
を
目
指
し
ま

す
。

■
と
き　

平
成
23
年
１
月
16
日
〜

３
月
27
日
の
毎
週
日
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き
（
椿
）

■
内
容　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
面
接

授
業
）
９
回
、
添
削
指
導
（
通
信

講
座
）
８
回
、介
護
実
習
４
日
間
、

計
１
３
４
・
５
時
間

■
対
象
者　

全
講
座
受
講
で
き
る

方■
受
講
料　

３
万
７
５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
定
員　

30
人

■
申
込
方
法　

12
月
31
日
ま
で

に
、
か
が
や
き
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

■
主
催　

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

申
し
込
み

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団
か
が
や

き
（
２
４
・
４
１
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
４
・
４
１
１
２
））
中
村

山
口
県
知
的
障
害
者
巡
回

相
談

　

18
歳
以
上
の
知
的
に
障
害
の
あ

る
方
を
対
象
に
巡
回
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

平
成
23
年
１
月
６
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

療
育
手
帳
相
談
、
年
金

相
談
等

■
相
談
員　

知
的
障
害
者
福
祉

司
、
精
神
科
医
師
等

■
持
参
品　

療
育
手
帳
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
障
害
基
礎
年
金
証
書

等■
主
催　

山
口
県
知
的
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

12
月
22
日
ま
で
に
、
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

陸
上
長
距
離
記
録
会
（
県

読
売
駅
伝
萩
市
予
選
会
）

■
と
き　

12
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
記
録
会
種
目　

１
５
０
０
ｍ
、

３
０
０
０
m
、
５
０
０
０
ｍ
（
各

種
と
も
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
参
加
資
格　

中
学
生
、高
校
生
、

大
学
生
、
一
般　
　

■
申
込
方
法　

当
日
午
前
８
時
30

分
ま
で
に
会
場
で
受
付

■
主
催　

萩
市
陸
上
競
技
協
会

問
い
合
わ
せ

萩
市
陸
上
競
技
協
会（
２
５
・
３
１

９
５
）
岡
山

萩
人
形
展

■
と
き　

平
成
23
年
１
月
31
日

（
月
）
ま
で　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
と
こ
ろ　

伊
藤
博
文
別
邸

■
内
容　

萩
の
自
然
、
文
化
、
歴

史
を
テ
ー
マ
に
生
ま
れ
た
日
本
人

形
「
萩
人
形
」
を
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

押
花
絵
展
「
花は

な
ゆ
う遊

」

■
と
き　

12
月
18
日
（
土
）
〜
平

成
23
年
１
月
16
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

青
木
周し
ゅ
う
す
け弼

旧
宅

　

県
の
文
化
資
源
「
陶
芸
」
の
振

興
と
発
展
を
目
的
に
全
国
公
募
し

た
「
現
在
形
の
陶
芸 

萩
大
賞
展

２
０
１
０
」
の
公
開
審
査
で
、
最

高
賞
の
萩
大
賞
に
藤
笠
砂
都
子
さ

ん
の
「
風
伯
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

県
内
68
人
、
県
外
75
人
、
国
外

10
人
の
計
１
５
３
人
か
ら
１
９
６

点
の
応
募
が
あ
り
、
入
選
作
品

１
０
９
点
を
展
示
し
ま
す
。
う
ち

入
賞
作
品
は
17
点
。

○
表
彰
式
・
講
評
会

■
と
き　

12
月
18
日

（
土
）
午
後
３
時
〜

○
記
念
講
演
会

■
と
き　

12
月
19
日

（
日
）
午
後
１
時
〜
２

時
30
分

■
演
題　
「
陶
芸
公
募

展
今
昔
と
、そ
の
功
罪
」

■
講
師　

榎
本
徹
（
岐

阜
県
現
代
陶
芸
美
術
館

長
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０△萩大賞「風

ふうはく

伯」 藤
ふじかさ

笠砂
さ と こ

都子（東京都）

■
定
員
80
人
（
聴
講
無
料
、
当
日

先
着
順
）

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
学
生
４
５
０
円

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
12
月
27

日
（
月
）
〜
平
成
23
年
１
月
１
日

（
土
・
祝
）
の
み
休
館　

平成23年



市報HAGI●2010（平成22）年12月15日号1�

■
内
容　

萩
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
押
花
絵
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
・・・

フ
ロ
ム
Ｈ

　

田
町
商
店
街
で
行
わ
れ
る
恒
例

の
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
。
集
ま
っ
た
収
益
金
は
日

本
赤
十
字
社
へ
送
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
23
日
（
木
・
祝
）

午
後
６
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド
内

■
内
容　

ア
ー
ケ
ー
ド
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
萩
焼
作
家
の
作
品

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
、
路
上
キ
ャ■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★火曜日休館☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

◯借りぐらしのアリエッティ
◯ハリーポッターと死の秘宝（吹替版）
◯君に届け
◯トロン：レガシー（３Ｄ）
◯大奥

上映中〜12/16
上映中

上映中〜12/16
12/17〜ロードショー

　　　　  12/25〜1/28

ン
ド
ル
点
灯
（
１
本
１
０
０
円
）、

音
楽
ラ
イ
ブ
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
（
２
６
・
２
２
０
１
）

陶
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン

　

萩
の
陶
芸
家
の
器
と
生
け
花
と

の
共
同
作
品
展
で
す
。

■
と
き　

12
月
25
日
（
土
）
〜
１

月
３
日
（
月
）

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅

○
花は
な
い
け
び
と

生
人（
花
を
生
け
る
人
）
を

募
集
し
ま
す

■
内
容　

12
月
24
日
の
花
の
生
け

込
み
展
示
作
業
、
平
成
23
年
1
月

4
日
の
撤
収
作
業
、
期
間
中
の
花

の
管
理

※
１
人
（
１
団
体
）
に
つ
き
１

点
の
花
器
に
生
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
対
象
者　

県
内
在
住
で
中
学
生

以
上
の
個
人
ま
た
は
団
体

※
流
派
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。

■
定
員　

15
人
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
花
代
と
し
て
１
人
（
1
団
体
）

に
つ
き
５
０
０
０
円
支
給
し
ま

す
。

■
主
催　

県
立
萩
美
術
館
･
浦
上

記
念
館
内
現
在
形
の
陶
芸
萩
大
賞

展
２
０
１
０
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
６
３
８
）

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん

三
見
」
年
末
感
謝
祭

■
と
き　

12
月
18
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
（
店
舗
は
午
後

５
時
ま
で
営
業
）

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん

さ
ん
三
見
」（
萩
三
隅
道
路
・
明

石
パ
ー
キ
ン
グ
内
）

■
内
容

▽
販
売
コ
ー
ナ
ー
：
農
産
物
、
海

産
物
な
ど　

▽
飲
食
コ
ー
ナ
ー
：

お
餅
、
う
ど
ん
、
ア
ジ
バ
ー
ガ
ー
、

お
寿
司
な
ど　

▽
イ
ベ
ン
ト
：
も

ち
つ
き
体
験
、
黒
豆
の
つ
か
み
取

り
（
１
回
２
０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

明あ
け
い
し石

イ
ン
タ
ー
直
売
所

（
２
７
・
０
０
４
１
）

つ
つ
じ
年
末
感
謝
セ
ー
ル

■
と
き　

12
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
農
産
物
加
工
販
売

所
・
つ
つ
じ

■
内
容　

地
元
の
新
鮮
野
菜
、
し

め
飾
り
、
花
き
、
餅
、
鏡
餅
な
ど

の
販
売

主
催
・
問
い
合
わ
せ

旭
農
産
物
加
工
販
売
所
・
つ
つ
じ

　
　
　
　
　
（
５
５
・
５
０
３
１
）

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

年
末
お
魚
市

　

マ
ダ
イ
や
ブ
リ
、
ア
ワ
ビ
、
フ

グ
な
ど
年
末
年
始
用
の
魚
介
を
お

求
め
の
お
客
で
、
一
年
で
最
も
込

み
合
う
期
間
。

■
と
き　

12
月
27
日
（
月
）
〜
31

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」

■
内
容　

年
末
年
始
用
の
生
鮮
魚

貝
類
の
特
売
、
特
産
い
り
こ
の
つ

か
み
ど
り
（
27
、
28
日
の
み
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

　
　
　
　
　
（
２
４
・
４
９
３
７
）

松
前
ひ
ろ
子
コ
ン
サ
ー
ト

　

萩
観
光
大
使
・
松
前
ひ
ろ
子
さ

ん
の
萩
を
題
材
と
し
た
新
曲
「
萩

み
れ
ん
」
の
新
曲
発
表
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
。

■
と
き　

平
成
23
年
１
月
29
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
開
場
０
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

第
１
部
「
萩
み
れ
ん
」

新
曲
発
表　

第
２
部
三
山
ひ
ろ
し

ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
、
松
前
ひ
ろ
子

ヒ
ッ
ト
ス
テ
ー
ジ

■
前
売
券　

２
５
０
０
円
（
新

曲
Ｃ
Ｄ
１
枚
付
き
）
当
日
券
は

３
０
０
０
円

■
前
売
券
取
扱
所　

市
役
所
本
庁

案
内
係
、
萩
市
観
光
協
会
、
ア
ト

ラ
ス
萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
店
、
萩

楽
器
店
ほ
か

■
主
催　
「
萩
み
れ
ん
」
発
表
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会　
　

問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会（
２
５
・１
７
５
０
）

　

12
月
12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
大
会
の
模
様
が
録
画
放
送
さ
れ

ま
す
。

▽
12
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
後
２

時
〜
２
時
55
分

▽
ｙ
ａ
ｂ
山
口
朝
日
放
送

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

テ
レ
ビ
放
映
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■問い合わせ
環境衛生課（２５・３１４６）
各総合事務所市民窓口部門

施　設　名 電話番号 12月29日㈬
30日㈭

12月31日㈮～
1月3日㈪

萩清掃工場 22・9731 ○ ×
萩リサイクルセンター 26・3196 ○ ×
萩第ニリサイクルセンター 24・5300 ○ ×
田万川リサイクルセンター 08387・2・0340 × ×
大井不燃物埋立処分場 28・1308 ○ ×
田万川不燃物埋立処分場 08387・2・0340 × ×

年末年始の各施設へのごみの搬入
（午前8時30分～午後4時30分）。
なお、１月１日（土）、２日（日）は、
萩第二リサイクルセンターの休日
ゴミ集積所は設置しません。

年末年始のごみ収集を、次のように変更しますのでご協力をお願いします。
なお、年末はごみの搬入で施設周辺が大変混雑しますので、早目に通常の収集日にお出しください。

※河添の資源ごみ①は12月29日（水）に変更。
※川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域の収集はありません。

燃やせるごみ 資源ごみ プラスチック製容器包装 燃やせないごみ
変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区

12月31日㈮～1月3日㈪
の収集は休み

１月３日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈬

東田町
西田町
下五間町
吉田町
古萩町
河添①

１月３日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈬

城東
樽屋町
今魚店町
細工町
塩屋町
越ヶ浜
城東北区

１月３日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈬

前小畑
中小畑
後小畑

12月30日（木）までは通常収集します。１月３日（月）の収集は12月29日（水）に変更します。

ごみ収集業務は 12 月 31 日（金）から１月３日（月）まで休みです。

現在の萩図書館は、新図書館への移転に伴う図書等の移設、外構工事などのため、
来年１月10日（月・祝）から３月20日（日）まで休館します。

萩 図 書 館
■問い合わせ
萩図書館（２５・６３５５）

　休館中の特別措置として、図書等（ＣＤ・ＤＶ
Ｄ等を除く）の貸出点数と返却期限を拡大して貸
し出します。
▽特別措置の貸出期間　12 月 21 日（火）～
26 日（日）、１月５日（水）～９日（日）
▽貸出点数　１人 20 冊まで
▽返却期限　３月 31 日（木）まで
※休館中の返却は、市民館ロビーに設置する臨時
の返却ポストに入れてください。

　休館中は、臨時に市民活動センター・結（田町
商店街）に、新聞と一部の雑誌の閲覧コーナーを
設けます。また、結では学習するスペースを利用
できます。

■わくわく子ども図書館
12 月 27 日（月）から３月 20 日（日）まで休館します。
■移動図書館「わくわく号」
12 月 18 日（土）から３月 21 日（月）まで運休します。

「まなぼう号」（須佐・田万川地域）は通常通り運行
します。
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と　き 業　務 担 当 課 電話番号

本庁
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

12月29日㈬・30日㈭
午前８時30分～正午

①

□戸籍・住民登録・印鑑登録・
　外国人登録・国民健康保険・
　後期高齢者医療・年金・税務
　証明の各業務
□税・保険料・保育料・住宅使
　用料等の収納　業務
※パスポートの申請、受け取り
　はできません

市民課
税務課
収納課
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

25･3493
25･3400
25･3479
25•3209
23•3311
27•0001
28•0211
28•0584

② 水道料金・下水道使用料の収納業務 水道業務課 25•2398

③

○子ども手当、保育所入所、乳幼児・
ひとり親家庭医療費助成等の申請
○児童扶養手当の住所変更届　
○妊婦健康診査受診票交付
○乳児健康診査受診票交付

子育て支援課 25・3536

④ 下水道受益者負担金・集落排水処
理施設受益者分担金の収納業務 収納課 25•3209

本庁 12月29日㈬・30日㈭
午前８時30分～正午

緊急保証制度にかかるセーフティ
ネット認定業務 商工課 25•3108

須佐
総合事務所

12月29日㈬
午前８時30分～正午 ①～④の業務 須佐総合事務所

市民窓口部門
 08387•
 6•2016

田万川
総合事務所

12月30日㈭
午前８時30分～正午 ①～④の業務 田万川総合事務所 

市民窓口部門
 08387•
 2•0300

本庁、萩地域の支所・出張所は 12 月 29 日・30 日の午前中
須佐総合事務所は 12 月 29 日の午前中、田万川総合事務所は 30 日の午前中

施　設　名 電話番号 休　館　日

萩市民病院　　　　　　 25・1200 12月29日㈬から１月３日㈪まで、外来診療は休診
ただし、救急・急患を除きます。

萩博物館　　　　　　　 25・6447 休みなし

萩図書館
わくわく子ども図書館　　 
須佐図書館　　　
明木図書館　　　　　　 

25・6355

08387・6・5500
55・0314

12月27日㈪～１月４日㈫は休み
わくわく子ども図書館は３月20日㈰まで休み
明木図書館は26日㈰も休み
※須佐図書館の貸出カードをお持ちの方は、須佐図
書館の無人開放部分のみ休館日も利用できます。

そ
の
他
の
公
共
施
設

萩阿武川温泉ふれあい会館　 54・2619 12月28日㈫、１月４日㈫は休み

田万川温泉憩いの湯 08387・2・0370 休みなし
【営業時間の変更】
12月31日㈮：午前10時～午後６時
 １月 １日㈯：午後 １時～午後６時

あさひオートキャンプ場
ナチュラサーキット　

56・0390
56・0100

12月28日㈫～１月３日㈪は休み
12月28日㈫～１月１日㈯は休み

萩やすらぎ苑斎場、須佐火葬場
見島火葬場

24・1100
23・3311

１月１日㈯は休み
※田万川火葬場は、現在修理中です。

火葬許可証の発行
死亡・出生届・その他の緊急用務

12月29日㈬
～１月３日㈪

本庁東口、各総合事務所、支所・出張所の宿直室
（佐々並地区については佐々並分遣所）

市役所の業務は、12 月 29 日（水）から１月３日（月）まで休みです。
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地域むつみ・福栄

地域川上・旭

田万川・須佐 地域

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

９:00 〜萩市保セ
13:30 〜浜崎みんなの家
13:30 〜地域ふれあいセ

9:30 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

13:30 〜今古萩老人憩いの家
10:00 〜大井公民館

9:45 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜越ヶ浜介護予防セ
13:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

16 ㊍

17 ㊎

19 ㊐
20 ㊊
21 ㊋

22 ㊌
24 ㊎

　５か月児健康相談
　浜崎タマちゃん体操会
　椿東健康づくり教室
●男性健康料理教室
　乳がん検診
　タマちゃん体操会
●大井子育て輪づくり
　はつらつクラブ
　ツインズサークル
　越ヶ浜グッドヘルス
●1 歳 6 か月児健康診査
●10 か月児健康相談

■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所健康福祉課

10:00 〜福栄保セ●のびのび会毎週㊍、24㊎

9:00 〜川上保セ
9:30 〜川上保セ

●とことこクラブ
　男性料理教室

毎週㊌
20 ㊊

9:30 〜須佐保セ
9:30 〜やまびこ
9:30 〜やまびこ

9:30 〜田万川保セ
13:30 〜須佐保セ

13:30 〜 20 区公会堂
9:30 〜やまびこ

　須佐元気もりもり体操
　弥富元気もりもり体操
　弥富はつらつ楽食会
　健康ちょきん教室
　活き活きリハ会
　20 区健康相談
　健康・介護予防相談

16 ㊍
17 ㊎
21 ㊋
22 ㊌

24 ㊎
27 ㊊

16㊍ 萩市合氣道協会稽古発表会　　　 19:00〜萩武道館

19㊐ 山口県バスケットボール冬季交歓会萩大会
                            8:30〜市民体育館他

須佐駅伝大会                      10:30〜須佐総合事務所

25㊏ 年忘れ萩市民バスケットボール大会
9:00〜市民体育館

陸上長距離記録会（県読売駅伝萩市予選会）
　　　　　　  10:00〜ウェルネスパーク萩スポーツ広場

26㊐ 萩市オープンバドミントン選手権大会
                           9:00〜市民体育館

◆ふたば園（22･2877）
21㊋　おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

発達相談 10：00〜12：00
絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

◆萩子どもセンター（25・7540）
16㊍ ピヨピヨの会「クリスマス会」

※参加料1世帯100円
10：00〜11：30

総合福祉センター

開催中　写真展「第18回　国民体育大会
（昭和38年）を振り返って」

　　　　〜1月16日　9:30〜17:30
明木図書館

17㊎、21㊋、24㊎
 おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

17 ㊎ やっちゃんの青空教室 13：10〜 育英小学校
18 ㊏ クリスマス会 14：30〜 萩図書館

くらしのかみあそび 14：00〜 明木図書館
21 ㊋ あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館

茶話会 14：00〜 須佐図書館

22 ㊌ まなぼう館で今日は何する？ 15：00〜 須佐図書館

クリスマスのおはなし会 15：30〜 明木図書館
24 ㊎ きらきらクリスマス会 13：30〜 須佐図書館
25 ㊏ バルーンクリスマス 14：30〜 萩図書館
26 ㊐ リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館

【休館日】
萩図書館、須佐図書館：20㊊、23㊍、27㊊、28㊋ 、29㊌、30㊍、31㊎
明木図書館：20㊊、23㊍、26㊐、27㊊、28㊋ 、29㊌、30㊍、31㊎

萩健康福祉センター ☎25・2663

22 ㊌ 心の健康相談（要予約） 13:00 〜

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
16 ㊍ 　年末年始のごみ収集、雑がみの出し方
23 ㊍ 　年末年始の市役所の窓口業務

　道の駅「ゆとりパークたまがわ」で年末年始のお買い物。
【暮の市】▷12月28日（火）〜30日（木）午前９時〜午後３時
▷地元食材、正月用品の即売

【お魚の市】▷ 12 月 31 日（金）午前９時〜午後３時
▷タイ、カンパチ、メジなど刺身のブロック販売
■主催・問い合わせ　道の駅「ゆとりパークたまがわ」
　（０８３８７・２・１１５０）

▷ 12 月 28 日（火）午前９時〜 10 時 30 分（商品がなく
なり次第終了）▷ＪＲ須佐駅前広場　▷赤米を使った正月
飾りや餅、野菜、弥富こんにゃく、そばなどの販売
■主催・問い合わせ　須佐総合事務所産業振興部門内暮の
　市実行委員会（０８３８７・６・２２１９）
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

※小児科は 22 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

16→31日

月

阿北地区
休日当番医

AM８：30〜PM５：30

19日㊐
23日㊍
26日㊐
30日㊍
31日㊎

［内科］
［内外科］
［内科］　
［内科］　
［内科］　

福賀（阿武町）
松井（下田万）
川上（川上）
弥富（弥富下）
すさ（須佐）

08388・5・0863
08387・2・0345
54・2014
08387・8・2311
08387・6・3376

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

６５

日月火水木金土
１ ２３ ４

７８ ９10 11
12 13 14 15 16 17 18

24 25
2627
19 20 21

28
22 23
29 30 31

16㊍
●行政相談 （10:00〜/むつみコミュニティセンター）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●行政相談 （13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 萩慈生（玉江） 25･6622

17㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 柳井（橋本町） 22･0748

18㊏
○現在形の陶芸 萩大賞展2010 〜１月16日　　　 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○道の駅 萩・さんさん三見　年末感謝祭  （9:00〜/道の駅 萩・さんさん三見）内科 中坪（今魚店町） 22･5430
○助成金もっと活用セミナー （13:00〜/市民活動センター「結」）
○人権の心をはぐくむ市民の集い （13:30〜/市民館大ホール）

19日
外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 萩市民（椿） 25･1200

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 土原（土原） 25・0380

20㊊
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 波多野（堀内） 25･2788

21㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 ＭP萩（堀内） 24･0082

内科 中島（今古萩町） 22･2206

22㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 めづき（土原） 22･2248
●行政相談 （10:00〜/川上公民館）内科 玉木（瓦町） 22･0030

小児科いわたに（椿東） 24･2100

23木
○ハッピークリスマス・・・フロムH （18:00〜/田町商店街アーケード）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 全真会（玉江浦） 22･4106
産婦人科なかむら（熊谷町）22･1557
歯科 まつうら（古魚店町）26･1182

24㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 市原（塩屋町） 22･0184

25㊏
外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 山本（椿東） 26･0077

26日
○つつじ年末感謝セール （9:00〜/旭農産物加工販売所・つつじ）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 わたぬき（浜崎） 25・2020
産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 南崎（椿） 22･3718

27㊊
○萩・年末お魚市 〜31日 （9:00〜/道の駅・萩しーまーと）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 柳井（橋本町） 22･0748

28㊋
○須佐特産 暮の市 （9:00〜/ＪＲ須佐駅前）外科 平岡（新川東） 25･7100
○田万川 暮の市 〜30日 （9:00〜/道の駅・ゆとりパークたまがわ）内科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○心配ごと相談 （13:30〜/福祉の里ふれあいセンター）

29㊌
市役所の業務は29日から１月3日まで休み 外科 都志見（江向） 22･2811
市民病院の外来診療は29日から１月3日まで休診（救急・急患を除く） 内科 波多野（堀内） 25･2788
※本庁・見島支所・三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00） 産婦人科なかむら（熊谷町）22･1557
※須佐総合事務所の休日業務（8:30〜12:00） 歯科 まつお（無田ヶ原口）26･1222

30㊍
※本庁・見島支所・三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00） 外科 玉木（瓦町） 22･0030
※田万川総合事務所の休日業務（8:30〜12:00） 内科 藤原（土原） 22・0781

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 もんでん（今古萩町）22･0016

31㊎
○田万川 お魚の市 （9:00〜/道の駅・ゆとりパークたまがわ）外科 萩市民（椿） 25･1200
ごみ収集業務は12月31日から１月３日まで休み 内科 萩慈生（玉江） 25･6622

産婦人科なかむら（熊谷町）22･1557
歯科 あおぞら（御許町）26･4182

日
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※11月16日～11月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

congratulation
co

n
d

o
len

ce
co

n
d

o
len

ce

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

【タイワンガザミ】

■人の動き（平成 22 年 11 月末日）
　人　口／54,998人（前月比ー103） 男／25,253人（前月比ー37）
　世帯数／24,369世帯（前月比ー3）  女／29,745人（前月比ー66）
　出　生／20人　死亡／94人

　漁獲量が減って高級品となったガザミに替わっ
て、近年漁獲量が増えているタイワンガザミ。こ
の時期になると１パイで 500 円内外とお手頃な
価格で店頭に並びます。ガザミに比べると多少大
味といわれますが、滑らかな身質や甘みは遜

そんしょく

色な
し。秋から冬にかけてが最もおいしいとされます。
オスとメスで全く別の種類のように体色が違い、
鮮やかな青がオス、地味な茶色がメス。もちろん
内子があるのでメスのほうが概ね２割高。
　お勧めは“茹でカニ”。ボイルしたカニを、三
杯酢で召し上がるのがオーソドックスな食べ方。
足の付け根のふっくらした身が何とも言えず美
味。もちろんカニミソやメスの内子（卵塊）も極
上の珍味。小型のカニを半分にカットして作る味
噌汁も、カニのエキスたっぷりでとても贅沢な味。

表紙 佐々並市（ささなみいち）
　萩城下町と藩の港があった三田尻（防府市）を結
ぶ萩往還の重要な中継点として発展した農村集落で
す。このため、集落の中には藩主の宿である御茶屋

（おちゃや）が設けられるとともに、小さな集落の
中で宿の提供や人馬の取次、物資の提供などの役割
を各家が分担して受
け持ち、これが萩往
還の宿駅と農村の特
徴をあわせもった独
特の町並みをつくり
出し、現在まで受け
継がれてきました。

江戸時代中頃の「防長地下上
申附村絵図 佐々並村」（部分）
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